
 

令和元年度第２回つくばみらい市環境保全審議会 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和元年１２月２５日（水） 

午前１０時００分から午前１１時００分 

 

２ 開催場所  つくばみらい市役所谷和原庁舎 ２階 第３会議室 

 

３ 出席委員  染谷 礼子 委員 荘司 達夫 委員 深谷 慶仁 委員 

松崎  清 委員 横田  明 委員 石村 章子 委員 

天野 一男 委員 

 

４ 欠席委員  宮﨑 淳司 委員 

 

５ 事 務 局  生活環境課 

課 長 須加尾 博司 係 長 福田  渉  

主 事 幸田 武之 

 

６ 傍 聴 人  なし 

 

７ 議事内容 

・開会 

 

・会長あいさつ 

 

・議事 

 

 

 

議案第１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前１０時００分開会 

 

染谷会長あいさつ 

 

 染谷会長が議長となり議事を進行する。 

 

染谷議長 会議の成立について報告 

 

染谷議長 議案 第１回環境保全審議会の意見等に対す

る回答について事務局より説明お願いします。 

 

事務局 前回の審議会で意見のあった６事業について意

見，回答の説明を行う。 

 

染谷議長 説明が終わりましたので内容について意見，質

問はございますか。 

 

松崎委員 原単位指標は，平成 25 年度の実績から紐づけ

して対比を行うのでは。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  つくばみらい市地球温暖化対策実行計画では

温室効果ガスの総排出量を目標値として定めており，原

単位指標での目標値は設定しておりませんので，今後，

実行計画の改定に合わせ原単位指標での目標値の設定

を検討してまいります。 

 

深谷委員 水質環境基準で定める 10 項目とは。項目数で

はなく回数での記載ではないか。 

 

事務局  水質検査は年 10 回行っており，BOD の基準に

ついて 5 回超過していたので，そのように表記しまし

た。ご指摘のとおり，項目ではなく回数として修正いた

します。また，牛久沼流域水質浄化対策協議会では年 4

回流域の定点観測を実施しています。池は流れが無くて

基準を超過しやすく，pH 値も高めであるので，引き続き

定点観測を続けていきます。 

 

横田委員 災害井戸登録制度の基準について説明してほ

しい。 

 

事務局  災害井戸登録制度は，今年度から防災課で始ま

りました。通常は生活用井戸などで使用しており，井戸

水を引き上げる設備を設けていれば登録できます。ただ

し，災害時において断水が発生した場合，周辺住民など

に井戸水を供給することになりますので，登録を証明す

る標識の掲示や，市ホームページでの公表を今後予定し

ており，それに賛同できる方に限られます。 

 

山野井委員 東地区の方からごみの不法投棄の話を受け

た。市では対策を行っているか。 

 

事務局  市では市内全域を８つのルートに分けて定期

的に不法投棄のパトロールを実施し，悪質な不法投棄を

発見した場合には，警察に相談するなどの対策をとって

おりますが，不法投棄が減少しない状況です。東地区な

ど牛久沼近辺ではごみを不法投棄されやすい耕作放棄

地が増えた事により，不法投棄の件数も増加傾向にあり

ます。また，牛久沼流域では一斉清掃を３月初旬に行っ

ているほか，牛久沼漁業協同組合でも定期的にゴミの回

収に努めていると聞いております。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山野井委員 地元だけの負担にならないよう今後も不法

投棄の対策をお願いします。 

 

天野委員 マイタイムライン講座等，市民に講座を開くこ

とはとてもいいことだが，行政だけでは手一杯になる。

NPO 等の市民団体と協力して広めるのはどうか。 

 参考例として車いすに後付けして人力車のように前か

ら引けるようにする商品があり，災害時に車いす利用者

の搬送が容易にできる。中学生・高校生でも簡単に扱え

るので施設に 1 つでも置いてあるととても便利なため

是非導入を検討してほしい。 

 

事務局  市としても防災に関連する講座を行うなど，自

主防災組織の結成率を高めてまいります。 

 

石村委員 私も NPO 団体として防災に関連する事業に協

力していきたい。 

 

天野委員 私は，茨城県北ジオパークの構成員を兼ねてい

るので，先日大子町に行ってきた。大子町には明治 23

年に洪水が発生し，その時の水位を残すための石碑があ

り，今年発生した台風１９号による洪水はその場所を超

えたことを地元の方に伝えたら，とても興味深く聞いて

くれた。このように，NPO や民間でなければ出来ない地

域に根付く施策があるので，検討していただきたい。 

 

横田委員 自主防災組織の立ち上げ方は。課題等伺いた

い。自身が所属する地区で立ち上げできるか参考にした

い。 

 

事務局  立ち上げの課題等防災課に聴取します。      

 

石村委員 環境に関する取り組みは分野が広い。地球温暖

化などの影響により自然災害も大型化し，さらに頻発し

ている状況から，防災への取り組みイコール環境問題へ

の取り組みとすることで，防災の観点から入口を作り，

それから環境問題に取り組むよう意識するのも良いの

ではないか。 

 

染谷議長 市民の防災意識も高まると思いますので，防災

課へ伝えてください。 

 



 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・閉会 

天野委員 つくばみらい市では TX を利用し都内等遠方に

通勤される方が多く，日中に災害が起こった場合，地元

には子供や高齢者しか残らないため，中学生，高校生が

活躍できるような防災ボランティア等の講座も良いの

ではないか。教育委員会と連携して検討してもらいた

い。 

 

染谷議長 ほかに質問がないようですので，この意見書

（案）をもって環境保全審議会からの意見書としてよろ

しいかお伺いいたします。 

 

異議なし 

 

 

染谷議長 続きましてその他について事務局より説明お

願いします。 

 

事務局 意見・回答の修正があった場合は，後日修正した

ものを市ホームページにて公表いたします。以上で今年

度の審議会は終了となります。 

  

染谷議長 以上をもちまして環境保全審議会を閉会いた

します。 

 

午前１１時００分閉会 

 

 


